
各地区電友会だより（秋田）

安全と健康、商売繁盛を祈願して奉納

岩手県鴬肩温泉　加賀助にて

書
神
社
「
梵
天
祭
」
に
N
T
T
東
日
本
秋
田
支
店
及

び
グ
ル
ー
プ
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
、
2
7
年
1
月
1
7

敢

闘

㊥
秋
田
支
部

◎
N
T
T
グ
ル
ー
プ
退
職
者
交
流
会
開
催

平
成
2
6
年
1
0
月
2
3
日
電
信
電
話
記
念
日
を
祝
う
た

め
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
と
共
に
県
内
3
カ
所
を
会
場

に
実
施
し
ま
し
た
。

中
央
地
区
は
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
」

を
会
場
に
1
4
6
名
参
加
、
県
南
地
区
は
「
横
手
セ

ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
」
を
会
場
に
4
4
名
参
加
、
県
北
地

区
は
、
こ
れ
ま
で
大
館
市
で
の
開
催
で
し
た
が
、
こ

の
度
は
初
の
試
み
と
し
て
鹿
角
市
「
鹿
角
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
」
　
で
行
い
前
年
を
上
回
る
7
3
名
が
参
加
し
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
秋
田
県
全
体
で
は
2
6
3

名
の
方
々
が
相
集
い
現
役
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
、
N
T
T
・
O
B
で
あ
る
こ
と
の
群
を
一
層

強
め
ら
れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

◎
太
平
山
三
吉
神
社
「
梵
天
祭
」
に
参
加

毎
年
恒
例
の
秋
田
の
伝
統
行
事
で
あ
る
太
平
山
三

日
今
年
1
年
の
　
「
安
全

と
健
康
、
商
売
繁
盛
」

を
祈
願
し
勇
壮
に
梵
天

を
神
社
の
社
殿
め
が
け

て
奉
納
し
た
。
N
T
T

及
び
N
T
T
グ
ル
ー
プ

各
社
の
幹
部
並
び
に
多

く
の
若
手
社
員
に
交

仙
台
在
住
で
す
が
、
故
郷
秋
田
の
千
秋
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
て
お
り
、
こ
の
度
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
往

路
で
は
角
館
「
安
藤
醸
造
北
浦
本
館
」
　
の
店
内
を
見

て
回
っ
た
後
角
館
「
武
家
屋
敷
」
　
の
紅
葉
に
包
ま
れ

た
得
も
言
わ
れ
ぬ
風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ル
ン

ル
ン
気
分
で
仙
岩
峠
越
え
を
し
名
湯
苗
場
で
知
ら
れ

る
温
泉
で
の
1
次
会
、
2
次
会
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
翌
日
の
復
路
は
小
岩
井
農
場
の
一
本
桜
を

車
内
か
ら
遠
望
し
た
り
、
周
辺
の
散
策
を
し
た
後
雫

石
の
道
の
駅
「
雫
石
あ
ね
っ
こ
」
　
に
立
ち
寄
り
土
産

じ
っ
て
電
友
会
員
数
名
も
参
加
し
会
員
の
健
康
長
寿

を
併
せ
て
祈
願
し
た
。

◎
情
報
労
連
秋
田
県
協
議
会
。
N
T
T
労
組
秋
田

県
グ
ル
ー
プ
「
2
0
1
5
」
新
春
の
集
い
に
参
加

平
成
2
7
年
1
月
2
3
日
、
N
T
T
東
日
本
秋
田
支
店

に
近
い
　
「
イ
ヤ
タ
カ
」
　
で
開
催
さ
れ
、
高
橋
支
部
長
、

辰
理
事
、
大
和
田
理
事
の
3
名
で
出
席
し
、
参
会
者

の
方
々
と
意
見
交
換
が
で
き
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

物
を
買
い
求
め
帰
路
に

着
き
ま
し
た
。
毎
回
参

加
者
は
少
な
い
の
で
す

が
楽
し
み
に
し
て
い
る

会
員
も
お
る
こ
と
か
ら

こ
れ
か
ら
も
年
に
1
度

は
と
の
思
い
で
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑳
千
秋
ク
ラ
ブ

◎
親
睦
「
旅
の
集
い
」

秋
も
深
ま
っ
た
平
成
2
6
年
日
月
1
2
日
～
1
3
日
の
2

日
間
1
泊
2
日
で
お
隣
り
岩
手
県
の
鴬
宿
温
泉
「
ホ

テ
ル
加
賀
助
」
　
に
、
女
性
4
名
、
男
性
目
名
の
1
5
名

で
楽
し
い
旅
を
し
ま
し
た
。
男
性
会
員
の
Y
さ
ん
は
、

◎
忘
年
親
睦
の
集
い

平
成
2
6
年
1
2
月
8
日
「
イ
ヤ
タ
カ
」
　
で
開
催
し
ま

し
た
。
来
賓
と
し
て
N
T
T
東
日
本
秋
田
支
店
田
村

支
店
長
、
小
玉
副
支
店
長
、
澤
里
総
務
部
長
、
河
村

総
務
課
長
、
N
T
T
労
組
か
ら
黒
崎
秋
田
県
分
会
長

の
各
氏
が
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
企
業
か
ら
は
N
T
T

ド
コ
モ
福
井
秋
田
支
店
長
、
テ
ル
ウ
エ
ル
東
日
本
清

野
秋
田
支
店
長
、
T
T
K
八
鍬
秋
田
支
店
長
、
大
和



各地区電友会だより（秋田）

千秋クラブ忘年の集い

文化講演会模様

9

これはいわゆる埴生止いう形です　晶先で生きです　　　　晶先生きです

電
設
工
業
伊
藤
秋
田
支
店
長
、
N
T
T
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
ズ
東
谷
秋
田
支
店
長
、
千
秋
通
信
建
設
小
林

代
表
取
締
役
社
長
、
日
本
コ
ム
シ
ス
佐
々
木
秋
田
支

店
長
の
1
2
名
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
会
員
3
5
名
で
総

勢
4
7
名
で
和
や
か
に
懇
談
し
ま
し
た
。
高
橋
会
長
の

挨
拶
に
続
き
N
T
T
東
日
本
秋
田
支
店
長
田
村
様
か

モ
C
S
か
ら
携
帯
の
繋
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
説
明

と
田
村
支
店
長
の
講
演
と
関
連
し
て
「
ド
コ
モ
光
」

の
説
明
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ

ら
来
賓
を
代
表
し
て
ご

挨
拶
を
頂
き
、
佐
藤
前

会
長
の
乾
杯
で
懇
親
会

が
始
ま
り
、
時
の
経
つ

の
も
忘
れ
、
思
い
思
い

に
昔
話
に
花
を
咲
か
せ

た
一
時
で
し
た
。
渡
辺

副
会
長
の
中
締
め
で
会

い
て
、
参
加
者
へ
実
物

を
貸
し
与
え
な
が
ら
7

名
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

4
7
名
の
参
加
者
に
操
作

の
仕
方
も
含
め
て
懇
切

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
て
、

参
加
者
一
同
大
満
足
の

様
子
で
し
た
。

ダ
ン
ス
を
見
に
集
ま
っ
て
く
れ
る
の
で
、
私
達
も
緊

張
し
な
が
ら
、
微
笑
ん
で
踊
り
ま
す
。
千
秋
月
曜
会

の
会
員
も
高
齢
化
が
進
み
、
健
康
に
不
安
を
抱
え
て

い
る
が
、
月
1
回
顔
を
合
わ
せ
る
事
に
よ
り
、
互
い

の
健
康
管
理
に
努
め
る
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

皆
様
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

毎
月
第
2
月
曜
日
、
午
後
1
時
か
ら
2
時
間
、
練

習
場
所
は
、
秋
田
市
民
市
場
2
F
会
議
室
。
会
費
、

年
2
回
　
1
回
　
3
0
0
0
円
（
前
期
・
後
期
）
で
す
。

新
規
会
員
受
付
中
0
1
8
－
8
7
3
－
2
2
2
3

を
締
め
く
く
り
散
会
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
開
催

平
成
2
7
年
2
月
1
3
日
1
3
時
3
0
分
か
ら
「
秋
田
県
民

会
館
ジ
ョ
イ
ナ
ス
大
研
修
室
」
　
で
2
時
間
半
に
わ

た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
N
T
T
東
日
本
秋

田
支
店
長
田
村
彰
敏
様
と
ド
コ
モ
C
S
東
北
秋
田
支

店
鷺
健
人
様
、
原
紗
英
子
様
を
お
迎
え
し
有
意
義
な

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
田
村
支
店
長
か
ら
は
、
N
T

T
の
現
状
に
つ
い
て
の
標
題
の
も
と
、
N
T
T
東
西

の
B
2
C
か
ら
B
2
B
2
C
へ
の
事
業
展
開
の
変
化

光
コ
ラ
ボ
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ド
コ
モ
秋
田
支
店
の
お
二
方
か
ら
は
、
ド
コ

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
千
秋
月
曜
会

老
人
施
設
「
友
愛
の
郷
」
　
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
毎
月
午
後
の
練
習
日
を

午
前
中
に
変
更
し
、
総
勢
1
9
名
準
備
万
端
で
出
か
け

ま
し
た
。
「
友
愛
の
郷
」
　
の
体
育
館
で
は
1
0
0
名

程
の
入
所
者
が
、
拍
手
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
披

露
す
る
ダ
ン
ス
は
6
曲

準
備
し
、
ダ
ン
ス
の
衣

装
替
の
合
間
に
は
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
独
唱
を
組
み

入
れ
、
入
所
者
を
退
屈

さ
せ
な
い
よ
う
に
企
画

し
ま
し
た
。
車
椅
子
の

入
所
者
達
も
、
私
達
の

㈱
千
秋
囲
碁
ク
ラ
ブ

・
第
3
2
回
定
期
総
会

4
月
日
日
、
1
8
名
が
参
加
し
、

大
山
会
長
か
ら
気
力
充
実
し
棋

力
向
上
し
ま
し
ょ
う
と
の
挨
拶

を
受
け
た
後
議
事
に
入
り
、
2
6

年
度
活
動
状
況
報
告
、
収
支
報

告
、
2
7
年
度
活
動
計
画
等
を
承

認
し
ま
し
た
。

二
疋
期
大
会

第
1
2
2
回
　
1
1
月
9
日

1
8
名
参
加

優
勝
　
町
田
重
道

塚
本
正
勝
　
（
同
率
2
名
）

第
1
2
3
回
　
2
月
7
日
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1
6
名
参
加

優
勝
　
深
揮
　
豊
　
　
準
優
勝
　
奈
良
和
彦

第
1
2
4
回
　
5
月
9
日

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
で
し
た
が
、
も
っ
と
早
く

習
っ
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
、
楽
し
い
講
習
会
で
し

た。

1
7
名
参
加

優
勝
　
高
橋
　
隆
一

準
優
勝
谷
田
部
忠
哉

二
疋
期
例
会

1
2
月
8
日
　
6
名

1
月
1
0
日
　
1
0
名

3
月
7
日
　
7
名

4
月
1
1
日
　
1
8
名

成
童
は
次
の
と
お
り
。

・
4
月
（
太
平
山
c
c

優
勝
　
塚
田
　
勇

・
5
月
（
南
秋
田
c
c

優
勝
　
鈴
木
　
浩
悦

㈱
千
秋
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

二
疋
例
例
会

（
平
成
2
7
年
）

2
8
名
参
加
）

準
優
勝
　
高
橋
萬
二
郎

2
2
名
参
加
）

準
優
勝
　
樋
渡
　
徳
義

㈱
N
T
T
。
O
B
秋
田
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

2
月
2
5
日
遊
学
舎
に
お
い
て
平
成
2
7
年
度
の
取
り

組
み
に
向
け
た
役
員
会
が
行
わ
れ
、
新
年
度
の
活
動

計
画
が
話
合
わ
れ
ま
し
た
。
4
月
2
日
イ
ヤ
タ
カ
会

館
に
て
定
期
総
会
を
開
催
、
当
ク
ラ
ブ
の
2
7
年
度
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
、
役
員
交
代
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
暖
か
い
日
が
続
い
た
た
め
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー

プ
ン
が
予
定
通
り
と
な
り
、

当
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
始
ま
っ

て
以
来
2
8
名
の
参
加
者
で

の
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト

が
切
れ
ま
し
た
。

4
月
3
0
日
桜
ゴ
ル
フ
場

に
お
い
て
レ
ッ
ス
ン
プ
ロ

に
よ
る
講
習
会
を
開
催
し
、

（
乱
打
練
習
、
試
合
形
式
で
の
練
習
及
び
会
員
の

情
報
交
換
）

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
午
後
1
時
か
ら
3
時
の
2

時
間
、
場
所
は
秋
田
市
内
の
体
育
館
で
行
っ
て
い
ま

す。
但
し
、
1
月
と
2
月
は
練
習
を
休
ん
で
お
り
ま
す
。

・
カ
ッ
プ
争
奪
我
の
実
施

2
6
年
日
月
7
日
県
営
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
1
0
名
の
ダ
ブ
ル
ス
戦
で
実
施
。

優
勝
　
川
井
、
安
藤
　
準
優
勝
　
石
井
、
佐
々
木

・
定
期
総
会
の
開
催

2
7
年
4
月
1
0
日
1
0
名
の
参
加
者
で
、
市
内
遊
学
舎

で
開
催
し
ま
し
た
。

用
意
し
た
議
案
は
す
べ
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
同
所
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
会
を

兼
ね
て
懇
談
を
深
め
ま
し
た
。


